郡山市こども総合支援センター訪問
（郡山市こども部こども支援課、こども家庭相談センター）
センター所長によると
福島県には児童養護施設8施設あるが、郡山市に児童養護施設はない。郡山市の要保護児童については郡山近辺の3施設で対応している。
福島県児童相談センターの一時保護所では、毎日時間単位で12名保護している。出入りが多いとのこと。
郡山市では、議会や市民の方から児童養護施設の要望はあるが、手を挙げる法人がないため苦慮しているとのこと。郡山市として児童養護施設を作って頂くと喜ばしいことであると話される。
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郡山市・管財課訪問
当会の意向を伝え、市有地の状況の確認、相談を行った。
現在、震災復旧（仮設住宅）に対応しており、紹介できる市有地は100％ないとのことだが、とりあえず300坪を目途に調査し後日連絡を頂けることになる。
●物件や土地を探す場合は、市街化調整区域と工業地域は地区計画に絡むので注意が必要。
放射能値
2011年（平成23年）　　　　　　　　　　　　　　　　ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ　/　時間
	
	福島
	郡山
	会津
	南相馬
	いわき

	平常値　　　
	0.04　　　　
	0.04～0.06　
	0.04～0.05　
	0.05　　　　
	0.05～0.06　

	3/13（日）
	0.04
	0.04
	0.06
	3.83
	0.07

	3/14（月）
	0.05
	0.06
	0.06
	2.85
	0.08

	3/15（火）
	23.18
	3.54
	1.02
	2.46
	1.32

	3/16（水）
	14.60
	2.94
	0.43
	3.68
	1.74

	3/17（木）
	12.50
	2.90
	0.52
	2.98
	1.21

	3/18（金）
	11.10
	2.48
	0.45
	7.29
	1.06

	3/19（土）
	10.10
	2.07
	0.37
	3.47
	0.85


2012年（平成24年）
	
	福島
	郡山
	会津
	南相馬
	いわき

	1/18（水）
	0.85
	0.69
	0.10
	0.40
	0.18

	2/14（火）
	0.76
	0.62
	0.10
	0.38
	0.18

	3/18（日）
	0.78
	0.60
	0.12
	0.37
	0.17


＊ 放射能値は、福島県HP　環境放射能測定結果（暫定値）からの資料です。
　3/12～3/18　測定時間　午後6時
　3/19　測定時間　午後1時　となっております。
なぜ中通り（福島市・郡山市）に放射能値が高いのか
爆発した時の放射能物質の風の向き・雨・雪の影響がある。
福島市と郡山市15日の爆発後、17日中通りに雪が降り、放射性物質がそのまま地上に落ちたことが原因である。
千葉の柏がホットスポットなのも、当時風にのった放射性物質が雨で柏に落ちたからでる。
（雪で福島に放射性物質が落ちなかったら、そのまま関東に流れていった）
よって、特に中通りの放射能値が高い。
福島市と郡山市の放射能値の違い


郡山市は平野が多く、福島市は盆地で放射能物質が拡散していかないためと思われる。
福島県民の現状
福島に居て、外部被爆から守る方法は、コンクリートの中にいること。
 内部被爆から守る方法は、県外の食物（間違いのない）海外の物をとること。
（チェルノブイリ・ベラルーシュから学んでいます）。
 福島県民の多くが、水にも注意し、毎日の地震のため、車はガソリン満タンを心がけている。　　寝る時も服を着て寝ている方々もいる。
（検討委員会資料）

